
トヴヤンスキの『饗宴』

-ポーランド神秘主義とナポレオン崇拝一

石家 出穂

｢赤い予言者たち｣の第三の項には､｢今なお神秘主義が白熱状態にある

15｣ポーランドから二人の予言者が登場する｡ポーランドは1S32年以来ロシ

アの直轄地になっていたが､皇帝ニコライー世の専制政治を嫌った多くの

ポーランド人が亡命の道を選び､特にロシアと対抗関係にあったフランスに

は一万人を越す移民が流入したという16｡ネルヴ7ルが取り上げたポーラン

ド人予言者｢ミッキェーヴイチとトヴヤンスキ17｣は､このような時代背景

の中から出現したのであった｡

一人目のミッキェーヴイチとは､ポーランド最大のロマン派詩人と呼ばれ

るアダム･ミッキェーヴイチ18のことである｡この国民詩人は1831年のポー

ランド独立運動がロシア軍によって鎮圧されると亡命生活に入り､翌年には

多くの同胞が身を寄せていたパリに落ち着いて､文学活動を再開している｡

さらに1840年にはコレージュ･ド･フランスの教授に任命され､新設され

たスラヴ文学の講座を開講､名実ともにポーランド文学界の第一人者として

活躍した｡ラムネ一に影響を及ぼした著作としてネルヴァルが"啓示の書"

と呼んでいるrポーランドの巡礼の書19jは1832年､詩人がパリに着いた年

に発表したものである｡

しかし二人目のトヴヤンスキとは何者であろうか｡この人物はいかなる資

格において､ミッキェーヴイチと共に``赤い予言者''の一人に数えられてい

るのだろうか｡ネルヴァルは｢ミッキェーヴイチとトヴヤンスキ｣の冒頭で､

15《L鮎prOp脆恕ro喝eS》,止血地r〃喝g■Au加代etCie,1849●p･53

｢赤い予言者たち｣の序文で､ネルヴァルは､ポーランド移民がフランスにもたらした一群の予言

者が､1848年の2月革命に相当な思想的影響を及ぼしたと述べている｡そしてその筆頭に挙げら

れているのが､rポーランドの巡礼の番jの著者ミッキェーヴイチである｡

16StanislasSzpotaJISki.A血mMLckiewiczeELeromantLsme,Pads,Societid'6dition《LesBeIle$-Lettres》,

S.d.,p.47

17《Lesprophとtesrouges》,P･54-56tI)･MickiewitヱetTowianski

なお､この項の大部分は､ネルヴアルが1844年rアルナストJ･先に発表した記事｢神秘主義的な

リトグラフ｣から引き写したものである｡ ･

18Ad狛Mickiewicz(1798-1$55)1840年から1844年までコレージュ･ド･フランスで教鞭を朝

る｡同僚にミシュレ､キネなどがいた｡

19上Jyre血p～kr加叩♂J∂乃d血ラムネーへの影響については`くlぷpmpb色te5mugeS"の第二項｢ラ

ムネー｣を参照｡
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次のように記している｡

コレージュ･ド･フランスにおけるミッキェーヴイチの講義に関する例の審

諌のことは､皆さんご記憶であろう｡彼はその講義で新しいスラヴの宗教を声

高に説いたのであった｡

新しい使徒たちの聖典は､『饗割と題きれた一冊の書物である｡この本は初

めのうちスラヴ語の教授の作と見なされていたが､その後アンドレ･トヴヤン

スキなる人物の手になる作品であることが知られるようになった狐

･1840年に始まったミッキェーヴイチの講義は1844年､フランス政府の命

令によって停止させられている｡理由はネルヴァルが書いているとおり､講

義の内容がスラヴ文学の研究から新興宗教の伝道へと変わったためだったが､

この宗教の創始者で､当時ミッキェーヴイチの精神的指導者となっていたの

が他ならぬトヴヤンスキであった｡

アンドレ･トヴヤンスキ21は､意志の力と精神の完成により､祖国ポーラ

シド､ひいては世界全体を救うことを目指した神秘主義者であった｡その教

義は､度重なる他国の侵略に苦しむ殉教ポーランドを諸民族の導き手とみな

し､キリストのようにいつの日か復活を遂げると信じるポーランド･メシア

主義の典型的な例といわれている払しかしトヴヤンスキのメシア主義には､

フランスとの関係において､特に興味深い要素が一つ含まれている｡ナポレ

オン崇拝がそれである｡

ポーランドにおけるナポレオンは､確かにロシアヤプロシアからの解放者

であったが､それと同時に新たな征服者という負の側面も持っていたことも

否定できない｡しかしトヴヤンスキの持つナポレオン像はまさしくポーラン

ド解放の英雄としてのそれである｡すなわちトヴヤンスキにとってのナポレ

オンはポーランドと世界の救済という神の使命を帯びた先駆者であり､同志

だったのである｡ナポレオンは不幸にして志し半ばで集れたが､神の正義は

必ず実現されるものであり､自分こそは新たに神の命を受けてその意志を果

す者だというのがトヴヤンスキの信念であった｡

更にこの神秘主義者にあっては､死したりといえどもナポレオンは依然と

20《L出prOp脆触tOugeS》･p･54

21And榊血画)Tow血Sb(1799-1878)r19世紀ラルースJによれば､生れつき盲目であったが､

ある時突然目が開いて神秘的な幻視を体験するようになり､やがてメシヤを自称するに至ったとい

う｡ただし､トヴヤンスキが盲目であったという記述は他の辞書や文献には見当たらない0おそら

く当時の流説なのであろう｡

22rポーランド史j第二巻､ステファン･キュニューヴイチ編､加藤一夫/水島草生共訳､恒文
社､1986年､p.117
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して神の僕であり､あまつさえ中断された地上での使命を霊として更に高い

次元で続行しうる存在であった｡｢赤い予言者たち｣の記述によると､トヴヤ

ンスキは1840年にナポレオン戦争ゆかりの地へ巡礼に出たが､この時彼は

ワーテルローで｢未来の世界の運命に思いを巡らせ､近い将来に備えてヨー

ロッパの地図を作り直している偉大な皇帝の亡霊を見たか｣という｡

この幻視をトヴヤンスキは神によるナポレオンの霊の召命と解釈した｡

1840年はナポレオンの遺骸の帰還の年であったが､トヴヤンスキは同年12

月パリに赴いてナポレオンの葬儀に参列している｡そして､トヴヤンスキ自

身の言によれば､その後まもなくナポレオンの霊を自分が神から託された大

事業の同志として受け入れ､翌1841年1月17日には､この偉大な協力者を

得たことを神に感謝し､``主の聖なる晩餐"にならって記念の式典を催した

という｡この神秘的な晩餐の席で行った演説の記録が､トヴヤンスキの教義

を伝えるr饗宴j､正式にはr1841年1月17日の饗宴如と題された書物で

ある｡冒頭の一節を引いてみよう｡

この式は神の最も大いなる栄光と､聖なる務めのふところに兄弟……を迎え

た最も熱烈な神への感謝のために執り行われたものであり;これまで完全に霊

界にあった行為の､外界において完成する聖なる行為への第一歩にふさわしい

小さな平和な集まりによって祝われたものである方｡

｢兄弟｣の後の人名は省略符で伏せられているが､後に続く演説の記述を

検討すれば､ここにナポレオンの名が入っていたことは明らかである‰r饗

宴jは前半こそ｢小さな集まり｣に列席している複数の｢兄弟達｣に神のお

告げを伝え､共に神の正義を実現しようと呼びかける内容になっているが､

23《kspropb蝕e$rOugeS》,p.56

24助叩〃～r血J7ノd〝VferJ糾J,Pa血,N.B&血el触¢.d.入16p.原文ポーランド語｡この作品がパ
リで出版されるまでの姪緯を要約すると次のようになる｡まずトヴヤンスキは｢響宴Jの手稲を､

ポーランド軍司令官スタシネッキに贈ったが､トヴヤンスキを敵観していたポーランド人里職者達

がその写しを作って攻撃の材料にした｡やがてミッキェーヴイチがコレージュ･ド･フランスの講

義においてトヴヤンスキ擁護の論陣を張るが､当時トヴヤンスキの著作はまだ一つも出版されてお

らず､彼の名は一般にはまったく知られていなかった｡しかしミツヰェーヴイチがしばしば言及す
るF響宴jの内容に触れられないのは不便だとして､聴許者向けにフノランス語に翻訳したテキスト

が作られた｡これが今回使用したべシュ書店版である｡なお､ミッキェーヴイチは｢轡婁Jという

題名をr最後の晩餐伽C占〃e)j と呼びならわしていたという｡

Szpotanski,.qP.Cit.,p.72及びBatLque(,P.l,《Auxauditeurs》参照｡
25J占は,p.5

26同様の省略はr饗副俵終ページの｢第三の乾杯｣にも見られる｡ルイ=フィリップ政権を揮っ
た発行者が削除を行ったものと考えられるが詳細は不明である｡いずれにせよr響割p.15には

｢御身､ナポレオンの霊よ｣という呼びかけがはっきり残っている｡訳文参照｡
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終わりに近づくにつれて､神から特別な命を受けた｢兄弟｣である英雄ナポ

レオンヘの熱狂的な賛美へと変わっていく｡最後の乾杯の辞に至っては､ま

さにナポレオンを神格化しているといっても過言ではない｡ポーランド入神

秘主義者の世界救済の夢が､実在したフランスの英雄を超越的存在へと変容

させているのである｡

さて､1841年にパリで布教活動を始めたトヴヤンスキは､そこでミッ

キェーヴイチなど幾人かの熱心な信者を獲得したが､翌1842年に早くもフ

ランスからの退去命令を受けた｡ルイ=フィリップ政権が､その教義に大き

な位置を占めるナポレオン崇拝に懸念を抱いたことが､この措置の一因とさ

れている｡トヴヤンスキがフランスを去った後､今度はミッキェーヴイチが

その思想の擁護と普及に努め､1843年の末からは誇義でもF響割を取り上

げているが､まもなくその講義が差し止め命令を受けたことは前述の通りで

ある｡このコレージュ･ド･フランス事件においても問題視されたのはおそ

らくナポレオン崇拝だったのだろう｡ミッキェーヴイチはr饗宴jの最後の

講義を､ナポレオンを称えた｢乾杯の辞｣の朗読と､トヴヤンスキの幻視に

似た､｢世界地図の新しい分割線を示すナポレオン｣を措いたリトグラフの

配布で締めくくったという刀｡

以上､1840年代のフランスに出現したポーランドの予言者､特にトヴヤン

スキの活動と､七月王政の為政者によって排斥されたその教義の特徴を概観

してきたが､続いてr饗副本文から主としてナポレオンヘの言及がある件

を抜粋･翻訳して示すことにする遷｡神秘主義とナポレオン崇拝を融合させ

たr饗別の文章には不可解な点も多いが､末尾近くの｢第一の乾杯の辞｣

などは､トヴヤンスキの教義が､かなり極端な形をとってはいるものの､や

はり祖国ポーランドへの愛国心に由来していることを明確に示して興味深い0

27《Unelithographiemystique》,ⅢrtLsFelle28juillet1844･及びSzpolanSki･OP･CiF･･P･83

28β叩摘,p･13-16匝･13-14にかけて一部省略)

なお訳文中の下線部は本文イタリック(主として神のお告げの言葉である)､[]はポーランド語か

ら仏語訳した翻訳者が｢理解を容易にし､意味を定めるために｣ほどこした■もの､そして11は

今回使用した版のページが破れていて一部解読できない単語(完全に消えているものもある)を､筆

者が文脈から推測･補足した箇所である｡
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1841年1月17日の饗宴

[前略]広大な神の行為においては､力はただ霊魂の中にある､そして霊魂

は､その外皮の中､その地上での生においては､その力を失ってしまう;しか

し人間は､団結し､強力な霊魂の柱､彼らの魂の状態に釣り合ったより明るい､

あるいはより暗い柱を降り立たせることで､多くのことを成し遂げてきたし､

また多くのことを成し遂げることができるということは､すでに見たとおりで

ある:かくしてモーゼは､祈ることで､すなわち非常に強力な柱､里なるもの

であるがゆえに強力な柱を呼び出すことで､助けなしには両腕を上げることも

できなかったほど肉体的には力弱かったにもかかわらず､戦いの行方を指揮し

続けたのであった乱

ただ一人の義人のために､彼の功徳のために､神は一つの国､一つの都市を

お許し下さる;なぜならこの義人は､その純粋な精神によって､その国､その

都市を､悪の攻撃から守る聖なる柱をもたらすからだ;反対にまさしくこのた

だ一人の人がいない場合､侵すことのできない構造の法則に基づいて､上位の

柱は助けにやって来ることができない｡

[中略]今日､神は､主の最も聖なる行為を悪の辛から守るため､稲極的に

神に任える明るい柱が地上に現れるように､命令を下されたのである｡

これらのいとも聖なる命令をリトアニアの片隅で受けた私は､それらを御身

に告げることを急いだのだ､兄弟よ､ギして御身を至高なる命令の名において､

かの行為へと促すことを｡神が我々に､それにふさわしいだけの価値を持たな

い我々に､かくも偉大なる行為を､神の愛の行為を､重ねて下さった運命を詮

索はするまい;神の意図を探ることはせず､ただ我々のすべての力を至高なる

意志の完成のために使おう｡別の時代であったら､我々は自分逮を勢いづけ七

くれる輝きとともに修道院の壁の中に隠れることを余儀なくされたことだろう｡

至高の神の恩寵が世界の嵐のただ中で我々を待っている行為へと我々を促し

ている今日､我々は自分の内面の修道院に閉じこもらなくてはならない｡それ

は我々を付け狙っている悪が我々の格子の後ろに侵入したり､行為を揺るがせ

るかもしれない暗い在を我々にもたらしたりすることを防ぐためだ｡イエス=

キリストは父として我々の守護者であり､神が地上に降ろされたすべての光の

源である､そしてこの行為においては､キリストは亜壁第一の推進者なの

だ0その後には､偉大なる智天使たち､霊の塵なる軍隊が続く｡そして我々は

といえば､至高なる意志の命令により､この柱の最後の段階を形作る;我々は

特にその出口にあたる､ここを通じて目に見えない神の力が地上に目に見える

形で現れるのである｡そして御身､ナボレオシの霊よ､■御身は例外的な特権に

より､この里なる柱の最後から二番月の段階に}､る｡御身は純粋な霊であるこ

とをやめずに､地上で生き､活動することを許されたのだ;御身は御身の地上

29《kp-OP地Ies和明彷》,p･55でネルヴァルが引用している件｡r誓割前半は主としてこ

の｢柱の教義｣の開陳にあてられている｡
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の道具に結び付き､助けを与えることを許された､それによって御身の国が御

身を認め､御身の導きに慣れ､それを渇望しているその国が主によって定めら

れた行為を完成するために､なぜなら主がそれによってご自分の聖なる意志と

ご意向とを示されることを望まれたからである｡神の慈悲を広める務めが我々

に手によって行われるほど我々が栄光と恩寵とまで高められた時､ああ!我々

は常に､完全な簡素さ､人間的なすべてのもの､すべての汚れからの解脱を心

がけなくてはならない､こうした汚れはおそらくこの出口の性質なのであろう

が､ごく小さな障害でさえ杜を止めてしまうことがある;なぜなら神はその時

刷な法を変えることはなさらないからだ｡今日苦しんでいる多くの人々は､彼

らの不純さによって神の恩寵の泉を止めてしまったのである｡今､啓示された

至高の意志によれば､ある者によって止められた1泉如 はすぐに別の者によっ

て進められるだろう;なぜなら神の1慈悲31【の行為は完成されるべきものであ

るからだ､そしてこの行為はl何3勿世紀もの昔から準備されており､聖ヨハネ

によれば､一人のパルドによって示され､実現はその僕たちに委ねられた:上

位の僕たちはこの意志を下位の看たちに示した｡一私は地上でこの命令を受け

た最初の看であり､同時に御身に対し､兄弟よ､主の秘密を示し､御身を神に

仕える同志として迎え､兄弟に兄弟の絆を与える(聖ヨハネの命令の言葉)という

至高の意志を受けた最初の着である｡この命令は､12月24日から1月10日に

かけての17日間で完成され､11日には神はご自分の意志が果されたことを明

かされた｡かくして今日､高きところより我々を見守っていて下さったことに

村し､主に感謝の祈りを捧げた後で､取るに足らぬ存在である我々にも､我々

の上に注がれた神の恩寵と慈悲とを霊として喜び合い､互いに祝い合うことが

許されている｡そして人間としての我々にも､霊の行為に協力したことにより､

熱烈な思いをこめて､神の行為と我々の祖国の繁栄のために､杯を干すことが

許されている｡この種の乾杯は地上では初めてのことだ;なぜならこれまで地

上にはこのような神への奉仕はなく､よってこのような乾杯もなかったからで

ある｡人間にも､霊を高めることによって､主の重なる晩餐を新たにすること

が許されていることを思い出しつつ｡

第一の乾杯

神よ!地上的な形における霊の行為のこの顕示を､御身の栄光にお受け下さ

い:

御身の繁栄のために､御身の御名が､おお主よ､神聖なものとして崇められ

るために､諸民族の最も聖なる大義のために;我々の祖国の繁栄のために!

30【50ur】∝

31【misi]ricorde

32【des】si色cIes
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第二の乾杯

主の慈悲､許しと安らぎ､我々との速やかな結合!おお､我々に親しい英雄

の霊よ､兄弟､聖なる行為における同僚にして協力者｡おお､御身､幻視者の

長､地球に関する主の命令をより詳しく知る者よ!御身､20年の苦しみの後､

いと高き許しによって今我々の晩餐を霊として分かち合う者よ､今こそ我々の

正式な保証を受けたまえ､[そして御身をむしばむ憂いを鎮めたまえ､おお親愛

なる霊よ!】､我々は､御身がより近くにいる はころの331神の意志により､

御身の霊ゆ頭書びと平穏､救いのために､御身が我々に伝えてくれるだろう

導きに従うように､あらゆる努力を払うであろう｡

第三の乾杯

神の恩寵と恩恵により､聖なる務めのふところに入り､我々の霊を喜ばせ､

我々の心を喜びで満たした､いとも親愛なる兄弟の繁栄と祝福と健康のために｡

……万歳35｡彼が､神の御手によりその偉大なる運命の聖なる道に導かれ､平和
と力のうちに歩んでいきますように｡

33d-apr由Iavolont`deDieu,【don【】山eSplusrapprocb卓

341erepose11es叫1utde】tonespri1

35ViYe……‥ここでもナポレオンの名前が削除されている｡注12参照｡
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